
平成21年度地域材活用木造住宅振興事業による展示住宅の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名： 金原 建設 展示住宅の建設地住所： 愛知県西尾市塩町39－2

事業者連絡先 使用した地域材の名称 ぎふ証明材 合法木材

（事業者番号0763）

事業者連絡先：0563‐57‐1870 ・0563‐56‐3441 使用した地域材の名称： ぎふ証明材、合法木材

地域材の使用箇所：構造材、構造材以外建設工事費（主体工事費）：1,800万円（うち補助金400万円）

＜展示住宅の平面図＞

1階平面図

外観写真
2階平面図

＜展示住宅の仕様等＞
①床面積 （１階） 34 60㎡ （２階）27 83㎡

＜展示住宅の特徴＞
①土台 通し柱 管柱は従来から使われている「桧乾燥材」を使用し 輸入材に

内観写真１

①床面積：（１階） 34.60㎡、（２階）27.83㎡

②外観：切り妻屋根 日本瓦葺き
外壁：板貼り、成型金属貼り、ｻｲｼﾞﾝｸﾞ

③構造：土台(桧)120＊120  管柱 (桧)120＊120

①土台、通し柱、管柱は従来から使われている「桧乾燥材」を使用し、輸入材に
代わる材料（２階梁、胴差し、軒桁）として「国産桧の構造用乾燥材」を使用
しています。

②桧材が持つ 色・艶・香りを活かした軸組構造を化粧としたデザイン。
内装材は人の五感に触れることを基軸として、床材・腰板材・天井材等に( ) ( )

通柱(桧)180＊180  ２階梁(桧)240＊120
胴差(桧)120＊300 軒桁(桧)  240＊120
筋交(桧)120＊45     垂木(桧) 105＊105
床板(桧節板) 15㎜
1階天井板(杉板) 30㎜
屋根化粧板(杉板) 30㎜
階段板 桧 ＜平成２２年度の成果＞

「杉・桧材」を使用し、木材の利用効果を表現しています。

③外観は城下町の残る中心市街地に建つ住宅として、街並み景観と呼応し、
日本瓦・白壁・黒い板壁・屋根板化粧材のデザインとしています。

内観写真２
階段板(桧) 40㎜

④断熱性能：複層ガラス、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

⑤展示期間：平成23年4月～平成30年3月

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数（平成２２年２月～平成２３年３月）： ３０ 名
②来場者の主な声：

○・・・・・木のいい匂いがする
○・・・・・落ち着いた雰囲気でいい
○・・・・・高そう（金額）


